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品川汁・品川バージョン

材料く4人分）

【Å】

品川カブ

ニンジン

ぶなしめじ

油揚げ

【B】

品川カブの集

長ネギ

鰹だし

豆乳

仙台味鴫

150g（5ミリ半月切り）

50gく3ミリ半月切り）

100g　くほぐしておく）

1／2枚く5ミリ短冊切り）

50g（3閻長さに切る）

1／2本く5ミリ小口切り）

50066

200cc

50g程度

1．【A】と【B】の材料は材料表遣りに切っておく。

2．鍋に鰹だしを温めて【A】の材料を入れ、火が通るまで煮る。

3．①を味噂を入れて少し濃い目に調味し、【B】の材料を入れて一煮立ちさせる。

4．②た豆乳を加えて1分ほど静かに煮る。

【品川汁について】

品川汁は、晶州から青森泉むつ市に伝わり、郷土料理となっているもの。

江戸の沖で遭難した船乗りが、品川の住人連がもてなしてくれた温かい汁司郎こ助けられ、その

ことを地元に帰って伝え、品川汁ができたと富われている。青森では豆腐をすりつぶしてだし

汁でのばして侍るが、品川バージョンは品川蕪と豆乳を使うことが特徴となっている。

＊きのこ類と味鴨はお好みのものを使ってください。

～　野菜ソムリエ上原恭子の品川蕪クッキング　～


